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発表項目

（行事名）

文学講演会「読んでおきたい昭和北海道の文学」

概 要

（趣旨・日時・

場所・内容等を

記入すること。）

第２回文学講演会(「道民カレッジ連携講座」)

趣 旨：市民に広く文学に親しむ機会を提供することを目的として、公益

財団法人北海道文学館理事長の平原一良氏をお招きし、文学講

演会を開催いたします。

演 題 「読んでおきたい昭和北海道の文学」

日 時 令和元年９月７日（土）午後１時３０分から午後３時まで

場 所 井上靖記念館ラウンジ（旭川市春光５条７丁目）

定 員 ５０名（事前予約が必要）

参加料 無料

申込み 電話（0166－51‐1188）またはＦＡＸ(0166－52－1740)

添付資料
有 ・ 無 チラシ

（有・無のいずれかを囲むこと。）

※ 有の場合，資料の内容を記入すること。なお，別途冊子等の配付を希望

する場合は，その旨記入すること。

報道（取材）に当

たってのお願い

その他詳細については，井上靖記念館にお問合せください。

電話 51－1188 FAX 52－1740

担当 上田

備 考



 

  

     

 

井上靖記念館文学講演会         

〒070-0875  旭川市春光 5条 7丁目 

☎ 0166-51-1188/FAX 0166-52-1740 指定管理者 特定非営利活動法人 旭川文学資料友の会 
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読んでおきたい昭和北海道の文学 

 

道民カレッジ連携講座 

と き 2019年9 月7 日（土） 13:30～15:00 

ところ 井上靖記念館ラウンジ 

参加料 無  料    定 員 50人 

申 込 電話で当館まで 

https://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&ved=2ahUKEwjgoJWlgNLjAhWQvZQKHe2vB9sQjRx6BAgBEAU&url=https://weather.nifty.com/cs/master-tdfk/pref/01/1.htm&psig=AOvVaw3TjKwamIPHsmarIRWwjWew&ust=1564210438243296


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

講 師：平原 一良（ひらはら かずよし）  

日本近代文学研究者／公益財団法人北海道文学館 理事長 

1946年 12月 23日 江別市生まれ 

北海道大学文学部国文学科卒 

 

大学卒業後、学術図書・文学書・公立美術館の図録等の編集者、ライターとして東京で 18 年間を過ごし

た後、札幌に戻り短期大学教員となる。 

1995 年４月より公益財団法人北海道文学館（北海道立文学館）に入館、事業課長・学芸副館長を経て、

副館長・財団専務理事に就任。文学展や講座・講演等の企画運営業務、文学資料の管理・調査・研究

に従事する。在館中は吉村昭、津村節子、原田康子、池澤夏樹をはじめ、多くの作家と交流を深める。

同館業務のほかに新聞月評、書評、ラジオ・テレビ番組の解説等に携わり、文学・芸術分野における複

数の賞の選考委員等を務める。 

2018年 6月、同財団理事長に就任。井上靖記念館青少年エッセーコンクール審査員。 

 

著 書： 

『和田徹三論叢』（共著 沖積舎 1997年） 

『寒すずめ雪片往来』（共著 雀翁パブリッシング 2010年） 

『長光太詩集 登高』（編著 北海道文学館 2007年） 

『原田康子～「挽歌」から「海霧」まで～』（編著 北海道新聞社 2010年） 

PROFILE 

井上靖記念館文学講演会 

読んでおきたい昭和北海道の文学 


